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過半数で在籍社員に秘密保持の誓約書 
委託契約にも保護規定の盛り込み進む 
ビジネス・レーバー・モニター特別テーマ調査 

個人情報の保護と管理についてのアンケート 調査部 

　
個
人
の
情
報
の
取
り
扱
い
を
定
め
た
「
個

人
情
報
保
護
法
」
が
今
年
四
月
一
日
に
施
行

さ
れ
た
。
多
く
の
企
業
が
対
応
に
追
わ
れ
る

と
と
も
に
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
個
人
情
報

の
漏
洩
な
ど
、
情
報
管
理
に
ま
つ
わ
る
さ
ま

ざ
ま
な
不
祥
事
が
続
発
し
、
個
人
情
報
に
関

す
る
社
会
一
般
の
関
心
も
高
ま
っ
て
い
る
。 

 

労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
が
実
施
し
て

い
る
企
業（
一
〇
三
社
）、
事
業
主
団
体（
五

五
団
体
）、
単
組（
四
二
組
合
）、
産
別（
二
八

組
織
）を
対
象
に
し
た
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
レ
ー

バ
ー
・
モ
ニ
タ
ー
調
査
で
は
、
今
回
の
特
別

テ
ー
マ
と
し
て
「
個
人
情
報
の
保
護
」
を
取

り
あ
げ
、
個
人
情
報
管
理
の
実
態
や
個
人
情

報
保
護
法
の
施
行
を
踏
ま
え
た
対
応
な
ど
を

聞
い
た
。
本
稿
で
は
、
こ
の
う
ち
企
業
に
聞

い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
紹
介
す
る
。 

　
モ
ニ
タ
ー
調
査
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

専
用
回
答
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
を
利
用
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
方
式
で
、
〇
五
年
三
月
九
日
〜
三
月

三
一
日
に
実
施
。
企
業
九
六
社
（
回
収
率
九

三
・
二
％
）
か
ら
回
答
が
寄
せ
ら
れ
た
。
回

答
企
業
を
従
業
員
規
模
別
（
全
従
業
員
）
で

み
る
と
、
一
〇
〇
人
未
満
規
模
が
一
・
〇
％
、

一
〇
〇
〜
二
九
九
人
が
四
・
二
％
、
三
〇
〇

〜
九
九
九
人
が
六
・
三
％
、
一
〇
〇
〇
人
以

上
が
八
八
・
五
％
と
な
っ
て
い
る
。 

　
「
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」（
個

人
情
報
保
護
法
）
や
、
各
省
庁
が
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
向
け
に
出
し
て
い
る
個
人
情
報
取
り

扱
い
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
、
ど
の
程
度

認
識
し
て
い
る
か
を
聞
い
た
設
問
で
は
、
七

五
・
〇
％
が
「
対
応
す
べ
き
具
体
的
な
内
容

も
含
め
て
理
解
し
て
い
る
」
と
回
答
し
、「
法

律
の
趣
旨
は
理
解
し
て
い
る
」
の
二
二
・
九

％
と
合
わ
せ
る
と
、
回
答
し
た
ほ
と
ん
ど
の

企
業
が
、
法
律
の
内
容
・
趣
旨
に
つ
い
て
理

解
し
て
お
り
、
関
心
の
高
さ
が
伺
わ
れ
る
結

果
と
な
っ
た（
図
１
）。 

　
政
府
の
個
人
情
報

保
護
に
関
す
る
「
基

本
方
針
」
が
、
企
業

に
策
定
・
公
表
を
求

め
て
い
る
「
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
」

（
個
人
情
報
保
護
方

針
）
に
つ
い
て
聞
い

た
と
こ
ろ
、
「
す
で

に
、
策
定
し
て
公
表

し
て
い
る
」
企
業
が

五
八
・
三
％
と
過
半

数
を
占
め
て
も
っ
と

も
多
く
、
次
い
で
「
現

在
、
策
定
中
」
が
二

九
・
二
％
、
「
今
後
、

策
定
を
検
討
す
る
」

は
一
一
・
五
％
と
な

っ
て
い
る
。 

  

　
四
社
中
三
社
が 

　
役
員
ク
ラ
ス
を 

　
責
任
者
に 

　
個
人
情
報
に
関
す

る
管
理
体
制
の
整
備

に
つ
い
て
聞
い
た
と
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こ
ろ
、
個
人
情
報
に
関
す
る
管
理
責
任
者
（
Ｃ

Ｐ
Ｏ
等
）
に
つ
い
て
は
、
六
三
・
六
％
が
設

置
済
み
で
、
「
今
後
、
設
置
を
検
討
」
と
回

答
し
た
三
三
・
三
％
と
合
わ
せ
て
、
ほ
と
ん

ど
の
企
業
（
九
六
・
九
％
）
が
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る（
図
２
）。
ど
の
よ
う
な
人
を

管
理
責
任
者
に
選
ん
だ
か
で
は
、
「
情
報
管

理
に
関
わ
る
役
員
ク
ラ
ス
」
が
六
七
・
七
％

と
圧
倒
的
に
多
く
、
「
部
長
ク
ラ
ス
」（
一
〇
・

四
％
）、「
こ
れ
か
ら
決
め
る
」（
七
・
三
％
）

な
ど
を
大
き
く
引
き
離
し
て
お
り
、
責
任
者

の
位
置
づ
け
を
高
く
し
て
い
る
企
業
が
多
か

っ
た
。 

　
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
て
い
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
・

監
視
す
る
仕
組
み
に
つ
い
て
は
、
「
す
で
に
、

設
け
て
い
る
」
と
答
え
た
企
業
が
五
二
・
一

％
と
過
半
数
を
超
え
、
次
い
で
「
今
後
、
設

置
を
検
討
」（
三
〇
・
二
％
）、「
設
置
は
考
え

て
い
な
い
」（
一
五
・
六
％
）
な
ど
が
続
い
て

い
る（
図
３
）。 

　
自
由
記
述
形
式
で
、
仕
組
み
の
具
体
的
な

内
容
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
委
員
会
の
下
部
組
織
と
し
て
個
人
情
報

保
護
委
員
会
を
設
け
て
い
る
」
や
「
個
人
情

報
管
理
責
任
者
（
Ｃ
Ｐ
Ｏ
等
）
の
下
に
、
社

内
の
各
部
署
に
部
門
管
理
者（
部
長
ク
ラ
ス
）、

取
り
扱
い
責
任
者
（
課
長
ク
ラ
ス
）
を
設
置
。

管
理
者
会
議
を
開
催
し
て
い
る
」
な
ど
の
回

答
が
多
か
っ
た
。 

　
万
が
一
、
個
人
情
報
を
漏
洩
さ
せ
て
し
ま

っ
た
場
合
の
危
機
管
理
体
制
に
つ
い
て
（
複

数
回
答
）
は
、
「
報
告
・
連
絡
体
制
」
を
上

げ
た
企
業
が
八
六
・
五
％
で
最
多
。
次
い
で

「
危
機
管
理
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
」（
七
〇
・
八

％
）、「
事
実
関
係
調
査
・
公
表
」（
六
二
・
五

％
）、「
所
管
官
庁
・
情
報
提
供
個
人
へ
の
説

明
」（
五
三
・
一
％
）
な
ど
の
体
制
整
備
を
す

す
め
て
い
た
。 

   

七
割

の
企
業
で 

　
管
理
規
程
を
設
け
る 

　
情
報
管
理
の
ル
ー
ル
を
ど
の
よ
う
な
形
で

規
定
し
て
い
る
か
を
み
る
と
、
「
個
人
情
報

保
護
を
含
め
た
情
報
管
理
規
程
（
文
書
に
よ

る
）
を
設
け
て
い
る
」
と
回
答
し
た
企
業
が

七
一
・
五
％
と
も
っ
と
も
多
く
、
次
い
で
、

「
個
人
情
報
保
護
は
含
ま
れ
な
い
が
、
何
ら

か
の
情
報
管
理
規
程
を
設
け
て
い
る
」
と
こ

ろ
は
一
七
・
九
％
。
一
方
、
「
文
書
に
よ
る

規
定
は
な
い
が
、
慣
行
と
し
て
の
ル
ー
ル
は

あ
る
」
が
五
・
三
％
、
「
規
定
は
な
く
、
慣

行
も
な
い
」
が
五
・
三
％
と
な
っ
て
お
り
、

多
く
の
企
業
で
文
書
に
よ
る
ル
ー
ル
化
を
す

で
に
済
ま
せ
て
い
る（
図
４
）。 

　
そ
こ
で
、
今
回
の
「
個
人
情
報
保
護
法
」

施
行
に
よ
っ
て
、
規
定
の
見
直
し
を
行
う
の

か
ど
う
か
聞
い
た
と
こ
ろ
、
四
六
・
九
％
と

半
数
近
く
が
「
す
で
に
、
法
律
内
容
に
合
わ

せ
て
既
存
の
情
報
管
理
規
程
を
見
直
し
済
み
」

と
し
て
お
り
、
「
現
在
、
見
直
し
を
行
っ
て

い
る
」（
二
〇
・
八
％
）
と
合
わ
せ
る
と
、
約

七
割
の
企
業
が
法
律
施
行
に
あ
わ
せ
て
、
情

報
管
理
規
程
の
見
直
し
を
実
施
ま
た
は
着
手

し
て
い
る
。「
既
存
の
情
報
管
理
規
程
で
法

律
内
容
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
の
で
、
見
直
し

の
必
要
は
な
い
」
企
業
も
約
一
割
（
八
・
三

％
）
あ
っ
た（
図
５
）。 

  

　
六
八
・
八
％
が
「
就
業
規
則
」
と 

　
「
契
約
書
」
で
規
定 

　
個
人
情
報
を
含
め
た
情
報
管
理
に
関
す
る

文
書
規
程
が
ど
の
よ
う
な
形
で
定
め
ら
れ
て

い
る
か
を
み
る
と（
複
数
回
答
）、
「
就
業
規

則
」、
「
取
引
先
と
の
契
約
書（
委
託
・
派
遣

契
約
含
む
）」
と
の
回
答
が
と
も
に
六
八
・

八
％
で
、
「
秘
密
保
持
に
関
す
る
契
約
書
・

誓
約
書
」
も
五
九
・
四
％
と
ほ
ぼ
同
じ
水
準

で
続
い
て
い
る
。 

　
正
社
員
に
「
秘
密
保
持
に
関
す
る
契
約
書
・

誓
約
書
」
を
、
い
つ
の
時
点
で
提
出
さ
せ
る 
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か
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、
「
入
社
時
」

が
五
八
・
三
％
で
も
っ
と
も
多
く
、
次
い
で

「
今
後
、
入
社
時
に
求
め
る
こ
と
を
検
討
す

る
」
が
二
七
・
一
％
と
な
っ
て
お
り
、
合
わ

せ
て
九
割
近
く
が
「
入
社
時
」
派
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
ほ
か
、
「
そ
も
そ
も
誓
約
書
の

提
出
は
求
め
て
い
な
い
」
と
し
て
い
る
と
こ

ろ
が
八
・
三
％
、
「
入
社
時
に
は
求
め
て
い

な
い
」
は
六
・
三
％
と
な
っ
て
い
る（
図
６
）。 

　
こ
れ
か
ら
入
社
す
る
人
達
に
は
、
「
入
社

時
」
に
秘
密
保
持
誓
約
書
の
提
出
を
求
め
る

と
こ
ろ
が
多
い
が
、
す
で
に
在
籍
し
て
い
る

正
社
員
に
対
し
て
は
、
ど
の
よ
う
に
対
処
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
「
改
め
て
誓
約
書
の

提
出
を
求
め
る
」
企
業
が
三
二
・
九
％
で
も

っ
と
も
多
く
、
「
改
め
て
求
め
る
こ
と
を
検

討
」（
二
二
・
〇
％
）
を
合
わ
せ
る
と
、
半
数

強
が
す
で
に
働
い
て
い
る
在
籍
者
に
対
し
て

も
改
め
て
誓
約
書
を
求
め
る
こ
と
に
し
て
い

る
。
残
り
の
半
分
を
み
る
と
、
退
職
す
る
と

き
に
誓
約
書
を
求
め
る
企
業（「
改
め
て
求
め

な
い
が
、
退
職
時
に
求
め
る
」
と
「
改
め
て

求
め
な
い
が
、
退
職
時
に
求
め
る
こ
と
を
検

討
」
の
合
計
）
が
二
四
・
四
％
で
、
「
提
出

は
求
め
な
い
」
と
す
る
企
業
は
一
九
・
五
％

に
と
ど
ま
っ
て
い
る（
図
７
）。 

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
特
定
の
仕
事
に
就
く

と
き
に
、
秘
密
保
持
誓
約
書
を
求
め
る
か
ど

う
か
聞
い
た
と
こ
ろ
、
誓
約
書
を
「
求
め
な

い
」
企
業
が
四
三
・
八
％
だ
っ
た
の
に
対
し

て
、
求
め
る
考
え
の
企
業（「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

等
特
定
の
仕
事
に
就
く
と
き
に
求
め
る
」
と

「
求
め
る
こ
と
を
検
討
」
の
合
計
）
も
四
一
・

七
％
を
占
め
拮
抗
し
て
い
る
。 

　
退
職
時
の
秘
密
保
持
誓
約
書
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
み
る
と
、
「
求
め
る
」
と
こ
ろ
が

四
六
・
八
％
と
も
っ
と
も
多
く
、
「
求
め
る

こ
と
を
検
討
」（
二
八
・
七
％
）
を
合
わ
せ
る

と
、
七
割
以
上
（
七
五
・
五
％
）
の
企
業
が

退
職
時
に
秘
密
保
持
誓
約
書
を
提
出
さ
せ
る

と
し
て
い
る（
図
８
）。 

　
そ
の
ほ
か
の
秘
密
保
時
誓
約
書
を
求
め
る

時
点
を
自
由
記
述
で
聞
い
た
と
こ
ろ
、
「
役

員
就
任
時
」
や
「
出
向
受
け
入
れ
時
」
「
個

人
情
報
を
扱
う
部
署
に
異
動
し
た
時
」
な
ど

が
あ
が
っ
た
。 
  

　
派
遣
社
員
に
求
め
て
い
る 

　
が
三
一
・
二
％ 

　
秘
密
保
時
誓
約
書
の
提
出
を
、
派
遣
社
員

に
対
し
て
求
め
て
い
る
か
ど
う
か
を
聞
い
た

と
こ
ろ
、「
今
後
求
め
る
こ
と
を
検
討
す
る
」

企
業
（
四
三
・
一
％
）
と
「
求
め
て
い
る
」

企
業
（
三
一
・
六
％
）
を
合
わ
せ
て
七
四
・

七
％
の
企
業
が
、
派
遣
社
員
に
も
正
社
員
と

同
様
に
秘
密
保
持
誓
約
書
を
求
め
る
べ
き
だ

と
し
て
い
る（
図
９
）。 

　
い
つ
の
時
点
で
誓
約
書
を
求
め
る
か
に
つ

い
て
は
、
「
働
き
は
じ
め
た
と
き
」
と
す
る

と
こ
ろ
が
六
九
・
八
％
で
、
「
退
職
時
」
は

一
五
・
六
％
と
少
な
い
。 

  

　
五
割
が
委
託
契
約
に
盛
り
込
む 

　
委
託
契
約
等
の
中
に
、
個
人
情
報
保
護
に

関
す
る
項
目
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に

つ
い
て
は
、
「
ほ
と
ん
ど
の
契
約
書
に
個
人

情
報
保
護
を
含
む
情
報
管
理
ル
ー
ル
が
入
っ

て
い
る
」
と
こ
ろ
が
四
九
・
五

％
と
半
数
近
く
を
占
め
、
そ
の

ほ
か
「
特
定
の
契
約
に
情
報
管

理
ル
ー
ル
が
入
っ
て
い
る
」
が

一
七
・
九
％
、
「
ほ
と
ん
ど
の

契
約
に
情
報
管
理
ル
ー
ル
は
入

っ
て
い
な
い
」
が
一
三
・
七
％
、

「
わ
か
ら
な
い
」
は
一
八
・
九

％
と
な
っ
て
い
る（
図
10
）。
契

約
の
中
の
、
具
体
的
な
個
人
情

報
保
護
規
定
を
み
る
と（
複
数

回
答
）、
「
個
人
情
報
の
漏
洩
・

盗
用
の
禁
止
」
が
六
五
・
六
％

と
も
っ
と
も
多
く
、
次
い
で
「
利

用
後
の
個
人
デ
ー
タ
の
適
切
な

返
却
・
削
除
」（
五
五
・
二
％
）、

「
デ
ー
タ
漏
洩
等
の
事
故
の
際

の
委
託
先
責
任
の
明
確
化
」（
五

三
・
一
％
）
な
ど
の
順
だ
っ
た
。 

　
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
研

修
を
、
従
業
員
に
受
け
さ
せ
て

い
る
か
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
「
す
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で
に
実
施
し
て
い
る
」
企
業
が
六
三
・
五
％

と
過
半
数
を
占
め
、
「
今
後
、
実
施
を
検
討

す
る
」（
三
〇
・
二
％
）
と
合
わ
せ
る
と
、
約

九
割
の
企
業
が
、
個
人
情
報
保
護
法
に
つ
い

て
の
研
修
に
積
極
的
な
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
。 

  

　
防
止
策
の
ト
ッ
プ
は
ア
ク
セ
ス
の
制
限 

　
情
報
漏
洩
の
防
止
策
を
聞
い
た
と
こ
ろ（
複

数
回
答
）、「
個
人
デ
ー
タ
へ
の
ア
ク
セ
ス
制

限
・
権
限
の
明
確
化
」
が
八
三
・
三
％
と
最

も
多
く
、
次
い
で
、
「
サ
ー
バ
ー
ル
ー
ム
な

ど
へ
の
立
ち
入
り
制
限
」
が
六
六
・
七
％
。

以
下
、
「
ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
な
ど
Ｏ
Ａ
危
機
の
持

ち
出
し
制
限
」（
六
二
・
五
％
）、「
書
類
の
持

ち
出
し
制
限
」（
五
九
・
四
％
）、「
退
職
時
に

在
職
中
に
得
た
情
報
・
資
料
を
返
還
さ
せ
る
」

（
五
〇
・
〇
％
）
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。 

　
そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
で
働
く
従
業
者
個
人
の

情
報（
雇
用
管
理
に
関
す
る
個
人
情
報
な
ど
）

の
保
護
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
出
向
・
転

籍
に
か
か
わ
っ
て
、
従
業
者
の
個
人
情
報
を

他
の
会
社
に
移
転
さ
せ
る
場
合
の
情
報
管
理

ル
ー
ル
に
つ
い
て
は
、「
今
後
設
け
る
予
定
」

と
し
て
い
る
企
業
が
二
九
・
八
％
で
ト
ッ
プ
。

そ
の
ほ
か
、
「
設
け
る
こ
と
を
検
討
す
る
」

が
二
五
・
五
％
、
「
設
け
て

い
る
」
が
一
二
・
八
％
な
ど

と
な
っ
て
い
る（
図
11
）。 

　
出
向
・
転
籍
先
の
会
社
に

従
業
者
の
個
人
情
報
を
移
転

さ
せ
る
場
合
、
本
人
の
同
意
を
得
て
い
る
か

聞
い
た
と
こ
ろ
、
「
得
て
い
な
い
」
企
業
が

三
八
・
六
％
と
多
く
、
次
い
で
「
得
て
い
る
」

が
二
八
・
一
％
、
「
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
」

が
一
八
・
八
％
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。 

  

　
半
数
弱
で
従
業
員
向
け 

　
窓
口
を
設
置 

　
従
業
者
に
対
し
て
、
保
有
個
人
情
報
の
開

示
請
求
や
苦
情
な
ど
を
受
け
付
け
る

制
度
・
窓
口
を
設
け
て
い
る
か
ど
う

か
に
つ
い
て
は
、
「
一
般
顧
客
向
け

に
加
え
て
、
従
業
員
専
用
の
制
度
・

窓
口
を
設
け
て
い
る
」
と
回
答
し
た
企
業
が

四
七
・
九
％
と
も
っ
と
も
多
い
。
次
い
で
「
今

後
、
制
度
・
窓
口
の
設
置
を
検
討
す
る
」
企

業
が
一
七
・
七
％
、
「
一
般
顧
客
向
け
の
制

度
・
窓
口
で
、
従
業
者
向
け
を
兼
ね
て
い
る
」

企
業
（
「
現
在
、
一
般
と
兼
ね
て
お
り
、
今

後
従
業
員
専
用
を
検
討
」
「
一
般
と
兼
ね
て

い
る
」
の
合
計
）
は
一
五
・
六
％
と
な
っ
て

い
る（
図
12
）。 

　
顧
客
向
け
と
従
業
者
用
の
違
い
に
つ
い
て

は
自
由
記
述
で
、
「
顧
客
向
け
窓
口
は
総
務

部
担
当
で
あ
り
、
従
業
者
向
け
は
人
事
部
担

当
と
な
っ
て
い
る
」、「
従
業
者
向
け
の
窓
口

は
、
事
業
所
ご
と
に
設
置
」、「
顧
客
向
け
窓

口
は
事
業
部
ご
と
に
設
置
し
、
従
業
者
向
け

は
本
社
人
事
部
に
置
い
て
い
る
」
な
ど
の
ケ

ー
ス
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。 

　
ま
た
、
雇
用
管
理
に
か
か
わ
る
個
人
情
報

デ
ー
タ
の
う
ち
、
開
示
で
き
な
い
も
の
を
特

定
す
る
た
め
に
、
労
働
組
合
な
ど
と
労
使
協

議
を
実
施
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
五
五
・
五

％
の
企
業
が
「
特
段
の
協
議
は
行
っ
て
い
な

い
」
と
回
答
。
一
方
、
「
労
働
組
合
と
協
議

し
た
」
の
は
二
二
・
八
％
で
、
「
今
後
、
労

働
組
合
と
協
議
す
る
」（
二
一
・
七
％
）
を
合

わ
せ
て
四
割
強
が
労
働
組
合
と
の
協
議
に
前

向
き
な
姿
勢
を
見
せ
て
い
る（
図
13
）。 

　
労
働
組
合
と
の
協
議
の
中
身
を
み
る
と
、

「
評
価
・
考
課
に
関
す
る
事
項
の
非
開
示
」、

「
従
業
員
個
人
情
報
の
共
同
利
用
に
つ
い
て

の
覚
書
・
協
定
」、「
社
内
向
け
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
ポ
リ
シ
ー
の
策
定
」
な
ど
を
あ
げ
て
い

る
。 

　
（
調
査
部
　
主
任
調
査
員
・
郡
司
正
人
） 


